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クイックスタートの紹介

「Visual Show Director8」サポートガイド
このガイドによって、「Visual Show Director」をすばやく簡単に使用開始することができます。

詳細なガイドについてはhttp://www.infinityvisions.net/software/documentationを参照してください。
使用開始後は、ユーザーガイドをくまなくチェック、または必要に応じてレビューすることをお勧めします。

ガイドの使用方法：
このクイックスタートガイドでは、まず始めにソフトウェアのダウンロードとインストール、そしてデモ プロジェクトの操作、更には「Visual Show Director」によるショープロジェクトの設定とスクリプト作成の基本的な手順を説明します。一部の作業については、一度実行するだけで済みます（例: ソフトウェアのインストールと 「Project Files Folders」の作成）。必要に応じて手順にジャンプしたり、特定の使用方法を参照するためにもどることができます（例:  Googleの3Dモデルのダウンロードなど）。ショートカットを含め高度な機能の詳しいガイドについては『User’s Guides』を参照してください。


このガイドは、次の手順でダウンロードするデモプロジェクトファイルの使用に基づいています。初めてこのガイドを使用する際には、プロジェクト デモファイルを使用して指示に従い、進んでください。

さあ、始めましょう！
 1.  インストール手順
 2.  Tool Bar Layout（ツールバーのレイアウト）
 3.  新しいプロジェクトの作成
 4.「Effects Library」のインポートと設定
 5.  複数のウィンドウを「Tile Horizontal」で整理してレイアウトを保存
 6.「Visual Library File」のインポート、「Visual Script」の作成
 7.  3D Position Editor: 3D画像のインポート、サイト内での調整、カメラビュー
 8.  3D Positions Editor: サイトへのポジション配置
 9.「Viewer」によるプロジェクトの確認、カメラの角度とビューの保存
10.「Audio Soundtrack」でキューのキャプチャ
11.  スクリプトの キューに エフェクトを配置、エフェクトの表示/テスト
12.  便利なショートカット、プロジェクトの編集


はじめに
· 高精度なグラフィックビデオカードを搭載したコンピューターを使用することをお勧めします。
· ビジュアルプロジェクトを操作する場合は、リモートモードでPCに接続された別のスクリーンを使用して表示することをお勧めします。
· 最新の更新は、以下のリンクを確認してください。
       http://www.infinityvisions.com/showdirector/download_sd.htm 




1. 　インストール手順
· 今回が初めてのインストールまたは8.2.9以前のバージョンの場合には、最初のリンク[Download the Complete ShowDirector installer]を選択して、フルインストールを実行してください。すでに「Show Director」または「Visual Show Director」（8.2.9以降のバージョン）をインストール済みの場合には、二番目のリンクのアップデートパッチ [Download the latest ShowDirector Patch] を選択してください。
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· ファイルを読み込んだ後、Administrator（管理者）として実行します（インストーラ.exeの中で右クリック）。ご利用のオペレーティングシステムまたは、ウイルス対策ソフトウェアによっては、インストールの完了、またはソフトウェアを実行するために保護設定を無効化する必要があります。この際、ウイルス対策ソフトウェアにより、エラーメッセージが表示されることがあります。

· デフォルト設定されたDrive C:\へのインストール: 
インストールに必要なファイルのストレージは、利用者の選択またはデフォルト設定された一時ディレクトリで実行できます。
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· オプションとしてのドライブのインストール:
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_4.jpg]インストーラのインストール先を変更する場合は、「Browse」の中でインストールする場所（例: 「D: drive」）を選択します。 [Run after extract: setup.exe] がチェックされている場合、解凍が完了するとソフトウェアがインストールされます。「Administrator」としてインストールする場合は、このオプションのチェックを外し、インストール先を管理者として [setup.exe] を実行します。









· 次に、前の手順で作成または選択したディレクトリ（「Administrator」として実行）で「installer (setup.exe)」を実行します。
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· チェックを外さない場合には、新たに選択された場所から自動的にインストールされます。
· 可能であれば、デフォルトの設定でプログラムをインストールします（インストール先パーティションに十分なスペースがあることを確認してください）。「64bit operating system 」では、「C:\ Program files (x86) \ ShowDirector8」にインストールされます。ユーザーアカウントで、完了済みのフォルダに「Full Access and Write」（フルアクセスと書き込みの許可）の権限があることを確認します。

これでインストールは完了です！




· ソフトウェアのアクティベーション

· アクティベーションを続行するには、オンラインの状態にしてください。その後は、ソフトウェアを使用するためにオンラインにする必要はありません。
· ソフトウェアインストールでいくつかのショートカットが作成されます。まず「Show Director」を開いて、メインのプロジェクト管理フォルダを実行します。
[image: ]

初めて本商品を実行するとき（またはMenu > [Help]  > [Enter Activation]を選択した場合）、[Activation Form]が表示されます。このフォームで製品を登録して有効化します。

「Activation Form」の仕組み

· [Show Director Activation Form] は、プログラムを登録して有効にするために必要な情報を入力する場所です。 [PyroCreator4D] と [FXGenerator Activation Forms] は、類似しています。以下は、そのプロセスを順を追って説明しています。

[image: Activation Form]

· 「Show Director」は無期限の製品です。 なお「Visual Show Director」は、すべての視覚化コンポーネントを含む無期限の製品です。これらの製品はともに、「Online」ラベルの「Buy time as you go」バージョンとして入手できます。製品購入時に、時間枠（月、四半期、または年）に基づいて購入した場合は、「Online Product」となります。
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· 製品を購入すると、購入者の「Serial Number」を含む電子メールが送られます。この値を [Serial Number] 入力ボックスに入力します。エラーが発生しないよう、送信されたシリアル番号をコピーペーストすることをお勧めします。 「Serial Number」を入力後、[Activate] ボタンを押します。「Internet Explorer」（または、デフォルトのWebブラウザ）が、続けて登録作業が必要な「Infinity Visions」ウェブサイトのページに移動します。登録時には、ロック解除コード情報を受信するため、必ず有効なメールアドレスを入力してください。
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· 「Registration Form」の入力が完了して登録が成功すると、ロック解除コードが生成され、確認メールが送信されます。このコードは非常に重要なので、安全な場所に保存してください。
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· 確認ページまたは受信した確認メールから「Unlocking Code」をコピーし、[Unlock Code] 入力ボックスに貼り付けます。 [OK] ボタンを押して、プログラムのロックを解除しアクティブにします。

 [image: Activation Form]
· すべての情報が正しく入力された場合、プログラムのロックが解除され、有効になります。

· アクティベーションに関する一般的な問題

[OK] ボタンを押した後にエラーが表示された場合は、次の点を確認してください。
· [Products]ドロップダウンから誤った製品を選択:　選択したものと購入した製品が一致することを確認します。
· 受信した「Unlocking Code」の入力ミス:　入力に誤りがないか確認メールを確認してください。
· 製品を正しく登録して有効にしたが、「Serial Number」取得のために代用コンピューターを使用、また、最後にメイン コンピューターを使用してから、1時間を経過していない場合:　メイン コンピューターで「Show Director」が実行されていないことを確認し、1時間後に再度同じ代用コンピューターで「Show Director」を実行して表示するよう試してください。問題無く起動できるはずですが、アクティベーションフォームに戻って [OK] ボタンを再度押す必要がある可能性もあります。

　　http://www.infinityvisions.com/showdirector/ivActivationHelp.asp


· 言語の選択

ソフトウェアを起動する前に、ソフトウェアの言語を変更できます。デフォルトは英語です。 「Show Director」スクリプト ソフトウェアは英語のみ表示されます。すべての「Visual」アプリケーションと「PyroCreator」は複数の言語に対応しています。
言語を変更するためには、ショートカットの [Language Selector] を起動して、希望の言語を選択します。
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· [OK]ボタンをクリックし、ソフトウェアを再起動して変更を反映させます。

「VISUAL SHOW DIRECTOR」の準備完了です！
でもその前に...

· プロダクションショーのファイルを、社内間で他のユーザーと共有し、保存するためには、できるだけ論理的なフォルダの構造を作成して維持することが重要となります。



· 「Show Director Files」ディレクトリ構造

同じルートで、ドライブC : またはD: を使用して起動できます。
C : または任意のドライブで、「Visual Show Director」ソフトウェア ファイルのルート フォルダを作成します。
以下はその例です。ユーザーの判断で、最適な順番とフォルダ名を作成してください。

例:
[image: ]
 
· 各プロジェクトの共通ファイル:　「Effects Manager」, 「Visual Libraries」, 「Sorts and Filters」, 「Custom Reports」, 「Layouts」, 「Sites」, 「Music」などのファイルは、共通の共有リソースとして専用のフォルダに置くことも可能です。

· これらの共通ファイルを開くための「Template」プロジェクトを作成する場合、同じ「Effects Manager」を使用している新規のショーには「Script」と「Wave」のみを追加してください。
· プリセットの「Folder Structure」は、以下のリンクからダウンロードしてください。
　　http://WWW.INFINITYVISIONS.NET/DEMOS/SHOWDIRECTOR.zip 
· 「SHOWDIRECTOR.ZIP」を解凍して「Drive D:」に入れます。
ドライブD: がない場合は、以下のリンクよりダウンロードして「Drive C:」に保存してください。
http://WWW.INFINITYVISIONS.NET/DEMOS/4C/SHOWDIRECTOR.zip
「Demonstration Project」を実行するために必要なすべてのファイルが含まれています。





· 「Visual Show Director」の起動
　デスクトップの 「Show Director」アイコンをダブルクリックします。

[image: ]
 
2.　ツールバーのレイアウト設定
· ソフトウェアインターフェイスは、互いに独立している水平および垂直に配置可能なツールバーで構成されています。これらの移動は、ツールバーの移動ハンドルのインジケータをポイントし、マウスを左クリックした状態でドラッグします。以下のスクリーンショットは、赤丸で囲まれたツールバーの移動ハンドルを示しています。
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· ツールバーには、プロジェクトの作成、変更、セットアップに必要なさまざまな機能へのショートカットが含まれています。これらすべてのショートカットは、メインバーと上部バーにあるメインタブ（File, Format, Visual, Cues, Effects, Firing, Configure, Manual, Reports, Window, Help）に組み込まれています。

· 「TOOL BAR CONFIGURATION」の保存:　
視覚的に最も機能的なインタフェースを作成して、このガイドのプロジェクト サンプルで使用するには、次のようにインタフェースを構成します。ツールバーの設定は、あなたのプロジェクトと共に、プロジェクトフォルダ内の [name of my project] .atbというアーカイブに保存されます。


· 「Practice Project」を開く

· 上部のツールバーの [File] タブをクリックして、 [OpenProject] をクリックします。前の手順ですでに作成されているdisk D:\（またはC:\ など、保存した場所）内の [Show Director] ディレクトリを開きます。
· [Project] ディレクトリ内の [MONTREAL2017] 内の [MONTREALl2017.pyr.] を 選択してプロジェクトを開きます。
  
[image: ]
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· 下のように「プロジェクト」が開きます。このプロジェクトの解像度は1920x1080です。
コンピューターの解像度が低い場合、同じ方法で開くことができないので、ウィンドウの再編成の必要性があります。この方法については、こちらの『Video Tutorial』を参照してください。このチュートリアルは、今後の「Guide」の手順で必要になります。
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· 次に「Viewer」を開きます。[V] アイコンをクリックします。
 [image: ]

· [Street Light]（上部ツールバーの信号アイコン）、または [F2] をクリックして緑色に点灯したら [Play]（再生ボタン）を押します。

· [image: ]「Viewer」が開きます。 2台目のモニタ（推奨します）がある場合は、そのウィンドウを「Viewer」用として使用してください。『Quick Start Guide』の基本的なステップを学習後、このプロジェクトに戻って試しながら、新しい「Cues」や「Effects」などを追加してください。ここは、『User Guide』で詳しく説明されている多くのオプションを試すのに最適な場所です。

「Demonstration Project」を使用して、ショーがどのように編成、スクリプト化されるのか、また「 User Interface 」の構成、カスタマイズ化の方法などにも慣れ親しんでください。

さて、次は、新しいプロジェクトの作成方法を学びます。




3.　新しいプロジェクトの作成


「Project」の作成に関する詳細情報は『User Guide』を参照してください。
「Demo Project 」を開いている場合、保存してから閉じてください。上部のツールバーの [File] タブをクリックし、[New Project] をクリックします。これをメインフォルダ内の「D:\SHOWDIRECTOR\PROJECTS\」に保存します。
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· 「MyProject」[D:\SHOWDIRECTOR\PROJECTS\MyProject] という名前のフォルダを作成します。
　希望の名前を付けて新しいプロジェクトを作成してください。
（例えばここでは、プロジェクト名を「MyProject」と名付けます。）
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· [Open] をクリックして新しいプロジェクトを作成します。
· 次に、[File] > [ScriptFile] > [New] を選択して、プロジェクト用の新しいスクリプトを作成します。
デフォルトのソフトウェアによって、プロジェクト用に作成されたフォルダにブラウザが直接配置されます。選択したフォルダに直接「Script」フォルダを作成し、たとえば「Test1」という新しいスクリプトを作成します。

[image: ]



· [Open]をクリックして新しいスクリプトを作成します。それぞれの「Cue」の情報をスクリプト化するためのコラム（列）を含む空欄のスプレッドシートの形式として表示されます。これらの コラムは、ユーザーの好みの配置に調整することができます。このデモプロジェクトでは、次のように配置されています。

 [image: ]



次の手順では、「Project」を作成するために必要なすべての「Files」を開きます。




· 「Audio .wav File」のインポート:  User Guide Chapter　

次のステップで、オーディオファイル（音楽）を開きます。
· 「Show Director」は16ビットwave  を再生します。32ビットの「Wave Files」は16ビットに変換してください。[File] メニュー > [Wave File] で、コンピュータのオーディオファイルを.wav形式で選択します。この例では、「D:\SHOWDIRECTOR\MUSIC:」から「SOUNDTRACK.wav」オーディオファイルを使用します。
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· [image: ]「SOUNDTRACK.wav」を選択して、プロジェクトにインポートします。
プロットサイズを小さくすると、オーディオグラフの鮮明度をより高めることができます。ここでは、デフォルト値のままで問題はありません。

· 音楽のみの場合は、[Channel Selector]から[Left] か[Right]を選択します。なお、あるチャンネルにミュージックがあり、別のチャンネルに「Timecode」がある場合は、ミュージックチャンネルを選択します。

· [Start] をクリックします。
· この「Audio」ファイルの再生時間は8分です。キューの位置を決めるためにウィンドウに表示されます。
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· オーディオファイル管理ウィンドウの [Zoom In] タブで、オーディオファイルをより鮮明に表示できます。
[Zoom Reset] タブで、元に戻ります。
· 再生は、[F2] または [StreetLight] アイコンをクリックしてください。
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4. 「Effects Library」のインポートと設定

· 「Effects Manager 」を開く:　User Guide Chapter

「Effects Manager」は、ソフトウェアの中でも、最も有益かつ時間節約の機能を持っています。入力せずにスクリプトにエフェクト（効果）を挿入できる機能は、その一例です。「Effects Manager」は一度だけ作成する必要がありますが、その後は、「Ctrl-E」で選択するだけで挿入できます。
· 「Effects Library」プロジェクトを開きます。[File] メニュー > [Effect File] > [Open]
 この例では、「D:\SHOWDIRECTOR\PRODUCTS\’EFFECTS MANAGER’S」フォルダにある
「SUPERLIBRARY.efx」という既存のデータベースを使用します。
注意:　今後のプロジェクトのために、既存のデータベースを引き続き使用することも、ユーザーの在庫または基準に基づいて独自の「Effects Library」を構築することもできます。独自の「Effects Library」は、一度確立すると、その後は、新しいプロジェクトをスクリプト化するたびに使用できます 。既存のExcelインベントリ リファレンスから独自の「Effects」データベースを作成するには、こちらの『Video Tutorial』を参照してください。
· フォルダ内の「SUPERLIBRARY.efx」ファイルを選択します（他のプロジェクトでも使用できるように、新しいエフェクトファイル.efxを同じ場所に保存します）。
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· 「Scripts」と「Effects Manager」のために「Sorts 　　Filters」を開く
「Sorts and Filters」は、長くなった「Scripts」や「Effects Manager」の表示を整理して、検索を簡単にナビゲートしてくれます。

· [File] メニューで、「D:\SHOWDIRECTOR\SORTS FILTERS」フォルダから以下のファイルを開きます。
（[File] > [Script Filter File] > [open] > 「D:\SHOWDIRECTOR\SORTS FILTERS」> [Script Filter Manager]）
　上と同様の手順で [Script Sort File],  [Effect Filter Manager],  [Effect Sort Manager] ファイルを開きます。
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5.  複数のウィンドウを「Tile Horizontal」で整理してレイアウトを保存

詳しいウィンドウの整理方法は、『Video Tutorial 』を参照してください。
· すべてのウィンドウが開いているときには、他のウィンドウが隠れることがあります。[Tile Horizontal] でウィンドウを並べ替えてから、ウィンドウの境界線にマウスを当てて形成し直してください。
· ウィンドウの調整は、各ウィンドウ枠内の [↔︎]（両矢印）のみを使用するように注意してください。
· 垂直または水平スクロールバーを使用せずに同じマスターアプリケーションウィンドウを保持する場合は、各ウィンドウの青い線を使用してドラッグしないでください。これにより「Tiling」（タイル表示）を失う原因となります。
· 構成を変更したい場合は、[Tile Horizontal]（メニューバー > [window] > [Tile Horizontal]）をクリックして、ウィンドウの境界線によって変更し直します。
· 作業完了後に、このレイアウトでプロジェクトを保存すると、その後同じプロセスを繰り返す必要はありません。保存するには [File] タブをクリックし、 [Save Project ] を選択します。これで、いつでもこのレイアウトを使うことができます。
· 次のインタフェースを表示できるようにウィンドウを配置します。

[image: ]

「SHOW DIRECTOR」プロジェクトの使用準備完了です。「VISUAL EFFECTS」を使用せずにスクリプトを作成する場合には、このまま「SCRIPT」の作成をスタートできます。


さあここからは「VISUAL SHOW DIRECTOR」のガイドです。「VISUAL」の手順に進みましょう！
6. 「Visual Library File」のインポート
Visual Simulation

· 「Visual Files」 User Guide
「Viewer」でショーを再生するためには、「Visual Show Director」に3つのファイルのセットが必要です。
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「Visual Script File (.chr)」:
· 通常のスクリプトと同じく、ショーのシミュレーション実行のために「Viewer」が使用する .chr  形式のエクスポート バージョンのスクリプトが指定する名前で作成します。

「Visual Library File (.lib)」:
· 「Library of effects」を選択します。このファイルは、事前に 「FX Generator」アプリケーションで作成されているものか、または、既存の 「Demo Files」を使用します。

「Visual Position File (.pos)」:
· 「Site positions」を選択します。このファイルは、事前に 「3D Position Editor」アプリケーションで作成されいるものか、または、既存の「Demo Files」を使用します。

重要:　これらファイルの一つでも欠けている場合、「Viewer」は起動できず、不足しているファイルについての警告が表示されます。




· 「Visual Script File」を開く

1) 「Visual Show Director」で、[FILE] タブ > [Visual Script File] を選択してプロジェクトにインポートします。

 [image: ]

2) ファイルを選択し、「MONTREAL.chr」、または新しい名前を付けて開き、プロジェクトに追加する。

 [image: ]




· 「Visual Library File」を開く

3) 次に、シミュレーション効果のある「Visual Library」を選択します。
[File] >  [Visual Library File] >「D:\SHOWDIRECTOR\PRODUCTS\VISUAL EFFECTS\VISUAL LIBRARIES」に保存されている「ALLEFFECTS022017.lib」をクリックします。
[image: ]



Visual Position File 
次に、サイトと位置情報を含んだ「Visual Position File」を作成します。




7.　3D Position Editor: 3D画像のインポート、サイト内での調整、カメラビュー　

· 「3D Position Editor」でサイトを作成

Siteの作成:

· これで、「3D model」を使用して、サイトの作成と発射位置の配置準備が整いました。前提条件で述べたように、選択したサイトの画像をjpgフォーマットでキャプチャするには、「Google Earth」のような衛星画像ソフトウェアか、または「Sketchup 3D Warehouse」で入手したモデルを使用します。あるいは、既存の基本サイトのファイルから選択することもできます。
· この例では、「Montreal」花火大会のデモ プロジェクト サイトを使用します。今回は 、「3ds model 」バージョンを使用します。
· 「3D model」と同じフォルダにプロジェクトを作成します。

「3D Position Editor」を開く:　イメージ用に新しい「Site Folder」を作成する。
· 「Visual Show Director」で、ツールバーのショートカットから「3DPositionEditor」アプリケーションを直接開きます。
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_30.jpg]
· [3D Position Editor] アイコンをクリックすると、作成プロセスをガイドする [Project Wizard] が表示されます。 [Create New Project] にチェックを入れ、 [OK] をクリックします。

[image: ]
 
· 次のウィンドウが開き、新しいプロジェクトの情報が必要になります。名前のみを入力して、他のフィールドをスキップできます。 [Create] をクリックします。

 [image: ]

· 「File Explorer」が開き、ディレクトリが選択され、プロジェクト（.pos）にファイル名が与えられます。「LARONDE.pos」と名付けます。パスは「D:\SHOWDIRECTOR\SITES\ModelLaRonde\LARONDE.pos」です。

 [image: ]

· 次のウィンドウで、必要なサイトオプションの種類の選択肢が表示されます。ここでは、標準の [Create a new site] を選択して[ OK]をクリックします。

 [image: ]

· 以下のウィンドウが表示されます。ここでは、プロジェクトのファイルと寸法を選択します。サイト全体の既知の寸法と正方形のグリッド サイズを入力することが非常に重要となります。この寸法については、後にモデルの中で正確に修正することができます。


· サイト名: 「LAKE」
· サイトモデルの選択：「D:\SHOWDIRECTOR\SITES\ModelLaRonde\LaRonde3DS」パスで選択します。
· スカイの選択:「D:\SHOWDIRECTOR\SITES\Hemispherical Textures\Hemis0002.jpg」パスで選択します。（ファイルタイプは、.jpegで検索）
· ステージサイズは1200 m、正方形のグリッドサイズは100 mです。後に、より正確に調整します。

 [image: ]

· 別ウィンドウが表示されて、必要であれば訂正可能ですが、その必要がなければ [Yes] をクリックします。

 [image: ]

 [image: ]

· ビューポートパネルにモデルとサイトが表示されます。「Top, Front, Left Views」は「Sky」によって隠れています。 [Show Sky]  アイコンをクリックして、それらを表示してください。
· 「Camera」ツールを使用して画像内の景色を動かしてみてください。 「Top View」の中では [Rotate] を使用しないようにご注意ください。使用した場合は、パネルの中で「右クリック」> [Reset] を必ず行ってください
· [Move] ツール[image: ]で、ビューを中央に移動したり、 [Zoom] ツールまたは マウスホイールを使用してズームインします。できる限り近づくようにズームインを試してください。
· まず、ステージの正確な測定をしてください。 [Set Stage Size] ツール[image: ]を選択します 。次に [Tool Options] の [Measure to Set] 欄に157 mを入力します。
これは既知の寸法であり、ステージを実際の比率に設定します。 「左クリック」するポイントを起点とし、測定しているラインの終点にも「左クリック」します。確認するには、 [Get Measure] ツールを使用して再測定します。プロジェクトを保存してこれらの測定値を設定します。


8. 3D Position Editor :　サイトにポジションを配置する

· ここでは、浮き桟橋「Ramp 3」に15ポジションを配置します。
[image: ]正確な場所を確認できる程度に「Top View」の中で ズームインします。

· ショートカット ツールバー の [Make Position Line] をクリックすると、右側のパネルに、[Tool Options] の設定が表示されます。次のデータを入力してください。
ポジションの名前と番号付け:　配置するポジションの数を入力します。ここでは、「R301〜R315」という15個の名前を付けました。
[image: ]名前と数字の間には必ず # 記号を入力し、合計ポジション数に必要なだけの小数を入れます。
例: 「R3#01」、R3はRamp3（R3）のポジションの名前で、01は最初の位置、15は最後の位置です。

オプションの [Lasso Tool]  にチェックを入れて、希望するポジション数を入力します。
[Count]:　15

アングル ベクトル・ポジション、「Pan and Tilt」:「Pan」= 垂直、「Tilt」= 水平
[Custom] にチェックを入れます。これらの値では、0〜89度の角度が右を指し、90度は上、91度〜180度は左を指します。次の数値を入力してください。
Pan = 270、Tilt = 90
 
· オプション機能「Edit メニュー > Preferences > Change タブ > Tools Colors を選択」:　コマンドを見やすく表示するために、ツールの色を変更できます。

· 「Lasso Tool」で複数のポジションを配置:「Top View」の中で、最初の位置を決めてマウスを左クリックしたら、構造に沿ってマウスで線を描きます。「マウスの左クリック」により、複数のポイントでラインのシーケンスを設定できます。最後のポイントを決めたら「左クリック」、続けて「右クリック」します。ポジションは次のように表示されます。

 [image: ]



· ツールの解除は、[ESC]（Escape）のクリックでいつでも可能です。位置を誤り、その位置がまだ白い（選択されている状態）場合は、[Delete]キーで削除し、位置名を再入力して操作を再実行します。 「Positions Grid」 、または 「Selection Tool」でポジションを選択することができます。  [File]  > [SAVE PROJECT] を選択してポジションを保存します。

· 「Simple Lines」ツールで、ポジションの配置:　ポジション A00〜A09を水上に追加します。
[Make Positions Line] > [Simple Lines] （「Tool Option」内）を選択して、[Count] 欄に「10 」を入力します。10個のポジションを作成するには、水域のランダムな位置で10回「左クリック」して、最後のポジションで、「左クリック」そして「右クリック」します。クリックした位置が表されます。

[image: ]
[image: ]

· 1つのポジションの配置方法

· では、次にポジションを一つだけ配置します。ツールバーのショートカットツール[Single Position]（[+↖]アイコン）をクリックします。 右側に「Optional Tools」ウィンドウが表示されます。
[image: ]設定の入力：
ここでは、ポジション名を「C」とします。「C」ポジションの　[Pan] と [Tilt] の角度を入力します。
· 「TopView」ウィンドウ内でマウスを「右クリック」すると、「C」ポイントが配置されます。
忘れずに、プロジェクトを定期的に保存してください。[File] > [Save Project]

詳細は、「READ 3D Position Editor User Guide 」を参照してください。



「POSITIONS」の配置が完了し、ショーのスクリプトの準備ができました。

· 「Show Director」に戻り [File] メニューから、このサイトを「Visual Position File」として選択します。選択のパスは、「D:\SHOWDIRECTOR\SITES\ModelLaRonde\LARONDE.pos」です。

 [Project Library] で選択されたファイルは、以下の表示のようにあなたが指定したファイル名と類似しているはずです。

 [image: ]


9.「Viewer」によるプロジェクトの確認、カメラの角度とビューの保存

· 「Viewer」で「Project」を確認

さて、今までのプロジェクトの経過を確認します。プロジェクトのモデルを表示するには、 [V]（Viewer）アイコンを起動します（ 「Viewer」ウィンドウが開くには数秒かかる場合があります。）
  [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_80.jpg]
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_81.jpg]

· 起動するとすぐに再生が開始されます。停止、一時停止、巻き戻しなどには、それぞれ対応するアイコンを使用します。

· 「Viewer」ウィンドウの調整：
最初に「Viewer」を開くと、デフォルト設定はフィールドの前面とレベルが表示されるので、画面上に何も表示されていないかのように見えます。フレーム内にマウスをポイントし、適切な角度を見つけるまで左クリックをしてマウスを動かしながらビューを移動させます。マウスホイールで、ズームインします。可能であれば、以下のようにカメラビューを配置してください。
· ウィンドウ下部の”ツール”アイコンをクリックして、「Viewer」オプションパネルを開きオプション設定内容を確認します。 [Display Positions] にチェックを入れて [Apply] をクリックします。
· 配置したポジションに緑色の点が表示されます。

 [image: ]

· 「Viewer」のカメラアングル:　 User Guide

· プログラムを起動または再起動するたびに同じビューを維持するためには、 「Viewer 」ウィンドウにマウスのポイントを置いたまま、  [C] キーを押します。「Script Manager」に行き、キューの最初の行で [CAMERA]  列のセルにカメラのアングル（ダブルクリック）を入力し、右クリックして [Paste] を選択します。
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_83.jpg]
· 次に、キーボードの「ENTER」キーを押して、セル内のカメラの位置を確認します。
注意：プロジェクトを定期的にバックアップ（[File] >[Save Project]）し、変更する都度 [F8] でスクリプトを更新してください。


10.「 Audio File」の「Capture Cues」

ここでは、「Audio File」内の「Capture Cues」使用方法を見ていきます。 「Cues」は、任意の位置でのエフェクトショットとのマッチングに使用されます。 [Capture Cues] アイコンをクリックします（[Capture] をオンにするとライトが緑色に変わります。）
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_59.jpg]
 
· 「Capture Cues」へのショートカットは、 [F2] キーです。オーディオファイル・コントロールパネルのロックが解除され、オーディオファイル内を移動できます。再生を開始するには、[再生] アイコンをクリックします。
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_60.jpg]

· 「Cue」を作成します。各キューで、再生中に、キーボードのスペースバーを押します。サウンドトラックの先頭に戻るには、[Return] アイコンをクリックしてください。
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_61.jpg]

· サウンドトラックの途中にキューを追加します。停止するには [Stop] アイコンをクリックします。
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_62.jpg]
· 「REFRESH」は、[F8] キーを押すと、サウンドトラックの表示が更新されます。変更を保存するために頻繁に[REFRESH] （[F8] ）キーを押すように注意してください。キューマーカーは、キューの正確な位置に小さな黄色の三角形として表示されます。マーカーは「Script Manager」内で直接に表示および操作できます。
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_63.jpg]
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_64.jpg]

· 「Cues」のキャプチャ方法を学んだので、サウンドトラックを再スタートして、11個のキューをランダムに、または、以下の例を参考にして追加してください。（再生を停止するたびに [F8] キーを押してパーティションをリフレッシュしてください。）

[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_65.jpg]
 

11.　スクリプト内のキューにエフェクトをインポートする

では、オーディオとエフェクトのハーモニーを理解できるように、いくつかのエフェクトを試してみましょう。プロジェクト用の最終的な選択はあなたの判断に委ねられています。また、このデモ プロジェクトでは、わずかなポジションしか使用していませんが、今後のプロジェクトでは選択肢が広がることでしょう。

· エフェクトをインポート
最初のキューに「Aquatic Spider」100 caliberを入力します。

1.「Effect Manager」ウィンドウからエフェクトを選択し、「Script Manager」ウィンドウから [Cue] の行を選択します。 [Ctrl] キーと  [E] キーを押すと、エフェクトが入力されます。
2. キューの [POS] 列のセルにポジション名を入力し、[TILT] 欄に発射角度（00~180の番号）を入力します。 （180~359は下向きに発射されます。）

[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_71.jpg]

· 「Effects Manager」の [Visual Reference] セルをダブルクリックすると、エフェクトをプレビューできます。
[bookmark: _GoBack][image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_69.jpg]
 
· 複数のキューへのエフェクトを入力：
複数のキューに同じエフェクトを入力できます。ここでは、最後のキュー（キュー番号11）を除くすべてのキューに  [AquaticSpider] というエフェクトを入力します。 [SHIFT] キーを押したまま、最初のキュー[#2] をクリックしてから[#10] をクリックします。選択されたCue（#2~10）がハイライトされます。

[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_72.jpg]
 
· 「Effect Manager」ウィンドウで、[Aquatic Spider] 100 caliberのエフェクトがまだ選択されていることを確認します。前回と同様に「CTRL + E」を押して入力をします。

[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_73.jpg] 


12.　ショートカット、プロジェクトの編集

· ショートカットの活用

· 「Ctrl-F9」は、時間を節約できるショートカットです。キューの入力が、降順にすばやくできます。ここでは、知って得する大変便利なショートカットを紹介します。長時間かけているデータエントリー作業を、大幅に時間節約するためのショートカットなどは、こちらのUser Guide を参照してください。
· 「Script Manager」の中で、[Cue 1] 行の [POS] 列にポジション [A00] を入力します（セルをダブルクリックするとテキスト入力を有効にできます）。
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_74.jpg]
 
· [Cue 2] の[POS] 列にポジション [A01] を入力します。
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_75.jpg]
 


· [Shift] キーを押しながら [Cue 1] 行を選択、次に [Cue 10] 行を選択します。（Cue 1〜10すべて選択されます。）
[image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_76.jpg]
 
· [CTRL] キーを押しながら [F9] を押すと、ポジションは自動的に昇順に対応し「A00、A01、A02、〜A10」が入力されます！ショートカットを利用してポジション入力することで、多くの時間を節約できました！
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_77.jpg]

· 上記の「エフェクトのインポート方法」で学習した「Ctrl-E」を使用してエフェクトをインポートしてみます。「Effect Manager」の [AquaticGolden Rain] caliber 60を選択した状態で、「Script Manager」の  [Cue 11] のポジション [C] をクリックして、[AquaticGolden Rain] caliber 60 のエフェクトを割り当てます。
 [image: ShowDirector_Guide_FR_REV2_img_73.jpg]
 
[image: ]

· プロジェクトの保存は [File]  > [Save Project] で、そしてスクリプトの「Refresh」は [F8] キーをクリックして、定期的に保存することをお忘れなく。

· プロジェクトの編集

· スクリプトの調整、ポジションとエフェクトを更に追加:
プロジェクトの調整や変更が必要な場合、スクリプトファイルに戻り、目的に敵う効果が得られるまで、対応する口径、角度、時間などの列の内容を変更します。「Effects Manager」からエフェクトの追加や、変更をしてください。 [POS] 列に、ポジションをさらに追加するなども試してください。


· Import Cues（キューのインポート）

既存のシーケンスを、キューに挿入する別の方法は、 [Import Cues] を使用することです。 フォルダ「D:\SHOWDIRECTOR\PROJECTS\MONTREAL2017\SEQUENCES」に、いくつかのデモンストレーションがあります。

· 最初に「Script」の [Cue] 行を選択してください。次に、[Cues] メニュー > [ Import Cues] を選択すると、保存された「Cues」のシーケンス全体が「Script」に入力されていることが確認できます。ステージの必要に応じて、「Positions」を調整することができます。これは、頻繁に使用する「Sequences」にとって最適なオプションです。
  
[image: ]



· プロジェクトのビジュアル化

サウンドトラックの先頭部分を押すと、現状のスクリプトが表示されます。

 [image: ]


 
これで、独自のプロジェクトをスクリプト化するために必要なすべての「Visual Show Director」の使用方法を学びました。

学習内容：
サイトの設定方法、ポジションの入力、キューの入力、エフェクトの選択とインポート
「Effects Manager」と「Script」そして「Viewer」で、エフェクトのテストと視聴

 「デモ プロジェクト」サイトのすべてのポジションを使って、キューを追加する練習を続けてください。すべての基本的なコマンドと機能に精通するまで、スクリプトにさまざまなエフェクトを配置して試してみてください。彩りをそえるために、「3D Position Editor」に戻ってポジションをさらに追加することもできます。

 User Guides で学び、Video Tutorials を見たら、

さあ、お楽しみください！




2

image2.png




image74.jpeg
CUE _[HH MM 55 FF| M5 | NEXT |PFT | DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR [MODU] PN [cGHZ| POS

0 00 00 02 67| 001427 0000 | 0000 |<Captue> [ 0 0 o

7[00 0 00 00| 60000 0000:00] 0000 | G000 [<Caplures [Tooo T o[ w |





image75.jpeg
f
2
3
4
5
6
7
8
3
o

o
o
o
o
o
o
o
o

o
o
0
o
o
o
o
o

19
2
2
@
®
£
%
51

04
0%
o
2
ot
18
2
04

19133
23000
27033
0367
033
30633
46367
51133

00405
00402
W32
w0328
00402
o418
0710
00405
032
000505

oooc
oooc
oooc
oooc
oooc
oooc
onoc
o00c

0307
0307
0307
0307
0307
0307
0307
0307

<Eaplure>
<Capiure>
<Caplure>
<Caplurer
<Capliae
<Caplure
<Caplures
<Caplures
<Esplure>
<Capiures

o0
o0
ono
o
o0
[
oo
oo

o
o
o
o
o
o
o
o

A
A
A
A
As
A6
A
A

100
100
10
100
100
100
100
100

‘Adaic Spider
Acalic Spider
Aquatic Spider
Actiaic Spider
Actalic Gpicer
Acatis Spider
Actaic Spider
Acalis Spider
Agalic Spider
Acalic Spider





image76.png




image77.png
Clipboard

<«

o Quick access

£ Dropbox
4@ OneDrive

[ This PC
1 Desktop
Documents
& Downloads
B Music
) Pictures
B videos
OS_Install (C:)
e Data (D)

& Network

& Homegroup

10items

»

[ | SEQUENCES

view
% cut

W Copy path -

. &
[ Paste shortaue | o O

organize

Name

© corszoniscx
© cURAINTsox

) HEART SEQUENCE scx
@ eRsex

© LETTERS Upscx

) MONTREAL 01.scx
) RUNT-LR-T5FPS s0x
© RUNT-RIL-15FPS s0x
@ HeUSsox

@ TeSTcx

<[] THSPC » Dota (D) » SHOWDIRECTOR » PROJECTS » MONTREALZOT? » SEQUENCES

X = | @ T open
£ oy access - ot
et e tew R
New open
Dstermodied  Type Size
01744 SCKFile
01T aAEM SCKFile
TT6SAGRM  SCKFile
T2/ 0AM  SCKFile
TG 0AM  SCKFile
T2/ 130 AM  SCKFile
0TI SCKFile
T2/ 06 AM SCKFile
TSR SCKFile
02174208 SCKFile

FHsetect s

P —

7 et seiection
select

v O SearchsE

1968
1968
16418
16418
16418
16418
16418
16418
16418
16418

»





image78.png




image3.jpeg




image4.jpeg
@ INFINITY VISIO /

ShowDirector Product Dow,

oad Page

To download the ShowDirector installer, click the Download botton belgw find the download will begin. Depending on your
browser, you have have to authorize the the download to begin or sefect/the location where the download will go. By
default, most browsers will place the installer in your users Downloag fofder. If you already have Show Director or
Visual Show Director version 8.2.0 or greater, you only neeg tg' download and install the Patch.

After your browser has finished downloading the installer, go to thiat,
PatchShowDirector.exe).

older and run InstallShowDirector.exe (or

NOTE: It is likely that your browser will complain about the dgfvnbad and not allow you to run the Installer directly as it is
an executable file ending with .exe. That is why you will need'tojover-ride the download and go directly to the folder that
it was downloaded to and run it from there.

After you have successfully installed ShowDirector, run it.
your Product Serial Number that you received by email

g/first thing you will be asked to do is Activate. You will need
om IyfinityVisions.

Select your product from the dropdown, enter your Sefial pimber and press Activate.

More help on how to activate your product can be fol

Click here to read the Terms of Use agreement. By gljfking the Download button below, you have agreed with these
terms.

Download the complete ShowDirector Installer

If you already have Show Director or Visual Show Director version 8.2.0 or greater, you only need to
download and install the Patch.

Download the latest ShowDirector Patch

IMPORTANT: ShowDirector requires Microsoft Access 2007 run-time package in order to take advantage of
the load and save of Excel XLS files. If you desire this feature, you must either have Microsoft Office 2007
or greater or download the run-time package from the Microsoft website at Access2007 Runtime Download
Page.

If you do not wish to install this package, you can still load and save data for Excel using the CSV format available within
ShowDirector.

Link to: ShowDirector 8.0 Release Notes
Link to: InfinityVisions Sofiware FAQ

copyright 1995-2015 InfinityVisions Inc - All rights reserved - Privacy Policy




image5.jpeg
whirector 0.2 Install

~

Extractto: | £+ Prosram s (:05) honor

[1Run after extract: sewp.exe

reated with the Registered Version of PKSFX® for Windows:
NOT FOR DISTRIBUTION WITHOUT PERMISSION

o ] [ e |





image6.jpeg
option et d'ensuite aller chercher I'exécutable décompresse pour le lancer en tant
w'administratenr

of fror [overevsme o]

st ey

Greared wih tre Ragetered vercon o PRSFXE o Wncos

3 et




image7.jpeg
CePC » Donnces HDD (D) » Softs,

A Nom -

R —
R - e

VSD_tnstil




image8.png
BRI22RARE

FX Generator Pyro Creator VSDPlayer  Particle  Language
el Generator  Selector





image9.png
£ Show Director Activation Form

WARNING

1fyou have a secuty key, please plug it in now or type in the Serial Number and Urlack Codes
provided ta you.

This software needs ta be activated in rder to wark propel.

1£you do o yet have a Serial Number or you ned to by more fime, |
please visi: o/ nfiiyvisions.com

Instalaton 1981363160 Copy

Show Director

Product <Plesse Select You Procuct Type> e — |
SeilNumber | e |

vie |

Coca o





image10.png
3. Show Director Activation Form e oS

WARNING

1fyou have a secuty key, please plug it in now or type in the Serial Number and Urlack Codes
provided ta you.

This software needs ta be activated in rder to wark propel.

| 1Fyou do not vt have a Serial Number or you nsed to by more fime,
please visi:  hip://ww.nfiiyvisons.com

Instalaton 1981363160 Copy

Show Director
Product Please Select You Product Type> <
Seal Number L
Unlook Coder | |Visuel Show Diectr O

Show Diector
Show Direclor Oriine





image11.png
Show Director Actvation Form [N NI e ]

WARNING

1fyou have a secuty key, please plug it in now or type in the Serial Number and Urlack Codes
provided ta you.

This software needs ta be activated in rder to wark propel.

1£you do o yet have a Serial Number or you ned to by more fime,
please visi: o/ nfiiyvisions.com

Instalaton 1981363160 Copy

o i
N T 5 I
N e
vkt |

Coca o





image12.png
= INFINITY VISIONS SOFTWARE ACTIVATION AND REGISTRATION.
Ty forreistenn your s, Pl rin ok s poge o s el

$ROOUCT st e (0021

UNLOCKING CODE[23EEQBHO02GET IDEA3BG02BG26CBAIEASDS

[em—





image13.png
3. Show Director Activation Form = =D

WARNING

1fyou have a secuty key, please plug it in now or type in the Serial Number and Urlack Codes
provided ta you.

This software needs ta be activated in rder to wark propel.

1£you do o yet have a Serial Number or you ned to by more fime,
please visi: o/ nfiiyvisions.com

| Installaton 1981363160 Copy

Show Director

Product

SeialNumber, | TFE4B1C0-F734-4F21-BCDB CCBEICAEB21A Activate ‘

N

Coca o





image14.jpeg
Language Selector

‘Specty the anguage you want to use for the applcation
and then press OK

&





image15.png
v || SHOWDIRECTOR
~ [ DOCUMENTATION
] VSDBWEB HELP
11 Music
~ [ PRODUCTS
] EFFECTS MANAGERS
1 INVENTORY
[ VISUAL EFFECTS
1] pHoTOS
] TECHNICAL SPECS
] vibeos
] VISUAL LIBRAIRES
11 PROJCTS
| REPORTS
] SEQUENCES
v [ smEs
1 5 POSITION A TERRE
1] LAROCHELLE
'] STADE DE FRANCE
|| SORTSFILTERS
v [ TempLaTES




image16.png
Visual Show Director Version8.2.18

=
]
£
I
£
ag
2o
o5
£ O
nE
TE

3
2%
B

COPYRIGHT1995-2015





image17.jpeg
PONFIXBENFWERR" SERNREuED®
[~V :

ot 1| TR




image18.jpeg
v 000 X

A=l

T
SORFIXREEERERRXAEMIMG

OREENEEERO

Capture - OFF

00:00:00:00

New Cues: 0

Last Cue:

Cost:





image19.png
Vil Show Director

B tewprier

I i

(=, Save Project

& Sove Project A

£ closeProject

B Frocttiray

Script File

Seript iter File
Seipt Sort File
Effect ile

Effect iter File
Effect Sort File

Jr——
) v posion e
I v Ly i

M e i
o

Exit





image20.png
€9 Open Project File

&« 4 (1> THSPC > Dats(D) > SHOWDIRECTOR > PROIECTS > MONTREALZ017

Organize = Newfolder

s Quick access

£ Dropbox
4@ OneDrive

[ This PC

9 Deskeop
Documents
& Downloads
B Music

=) Pictures

B videos
0S_Install (C:)
e Data (D)

& Network

*4 Homegroup

Name

[ backups

| Modelaonde
| seauences

) MONTREAL 71

Date madified

21012017441 PM
21012017 316 PM
211012017 3:41 PM
21012017 5:04 PM

Type Size

File folder
File folder
File folder
PYRFile

X

v O | Search MONTREAL20T7 »

File name: [ MONTREALT7.pyr

| [Project Files ¢py)

Open

o @

Cancel





image21.png
(@] 7 [az 2l i i i =N ] e 8 (G sl 1o T i T i B B 1

00 00 05 00 90 lllumination _|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium [1622 Next F
00 00 06 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 07 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 08 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 09 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 10 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 11 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 12 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 13 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 14 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 15 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 16 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 17 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 18 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 19 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 20 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 21 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 22 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 23 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 24 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 25 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 26 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 27 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 28 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 29 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 30 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 31 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 32 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 33 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 34 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 35 00 a0 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
00 00 36 lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622 Next F
lllumination __|Flare Type 60 Sec Blue w Titanium |1622





image22.png
00400 o0oas0 00800 ooosa0 o008




image23.png




image24.jpeg
& Visual Show Director

© A L s CeDC » Syoteme SSD(C) » Showdirctor “lo

g = et iy
Documents # ~ Nom Modifié le Type
Elimages 4 b /OAG 1620 Dossie e e
14 Fims_1
B FortRomau-Pyr
B Formation

1 sAiou
o Bureas
& OneDrive
2 ModMax
= cepc
T Bibliotheques
5 Lecteur USE ()
o Réseau L
Groupe résidenti
W ley ¥
Nom du fichier: Project Fils (py)
Ouvrir

Conue -0FF | 00000000 | NewCoese 0 | Lladatoe | Tt




image25.png
0 New Project File

<[]« Dota(D) » SHOWDIRECTOR » PROJECTS > MyProject [0 [ SseochMyproject »

<«

Organize = Newfolder
> [ Desktop ~ Name
> B Documents

No iterns match your search,
> & Downloads

> B Music

> & pictures
> @ Videos
OS_Install (C:)

Date madified Type

7 wa Data (D)
5 b Network

> +& Homegroup

] [ProjectFites -pyn)





image26.png
€ Create Script File

A« Dota (D) > SHOWDIRECTOR > PROJECTS > MyProject v O Search MyProject

Organize +

7@ OneDiive

[ This PC

B Desktop
Documents
& Downloads
B Music

) Pictures

B videos
OS_Install (C:)
e Data (D)

New folder

Name

E

Date madified

Naiterns match yaur search.

| [ script Files 509

Cancel





image27.png
Eile Format Visual Cues Effects Firing Configure Menual Reports Window Help

(5 2 2 5 =l 0 Do ol N o M N e (R A AT - s

Sehipt iz Non= - - Effect View B B

S AR

VERICERIN A WooBeR N oot

MAGAZINE

Coptwe-OFF | 00000822 | MNewCues 0 Last Cue: Cost




image28.png
home | shoe vew | piy

0. BE

X =F

¢ = v+ [0 {ikiet e HONORECTORISEY
I Desktop A Name -
Documents —
$ Downloads
D Music
(&) Pictures
B videos
0S_Install (C:)
e Data (D)
£ Network

& Homegroup

v <
fitem  1item selected 80.8 MB

|

New
falder

T New e -

7 Easy access -

New

#

) Gomr-

Properties

Edit

@History

Open

v Tite

setectan

23 etect none
B iver setecion
seect

v Y sechM. 0

Contributing »





image29.png
WA File Processor
File Info

FileSize (bytes):
Durstion {sec}:
Pl e exists:

Options
Chanel Selector
@ Left

84772880
4B0571768707483
No

€ Right

Cancel





image30.png
€ Visusl Show Director - [MyFirstShow]

o o— X
File Format Visual Cues Effects Fifing Configure Manual Reports Window Help
G O RRAARE L OAE TR ARS8 8 X T ) | I s oW RO o )

T S T T sl

o

o000 o000 ooo2a0

Add Cue

00:07:53:11  Zoomin

) Script Manager - [Test1]

e ew

Coptwe-OFF | 00000000 | NewCues 0 LastCue:  |Cost 0.00/0.00/0.00




image31.png
&2 Visual Show Director - [MyfFirstShow]

I 01 SHOWDIRECTORWILSC\SOUNDTRACK wav

00100 000101 000102 00DTO3  ODD104  ODDN

9:21  [[Zsomin | Zoom Out| ZoomReset | 1< | «

00:0





image32.png
[ = | EFFECTS MANAGERS eici=iel o
O % cut u X i T Newitem + j [s)open = Fsetectsit
FGeE: €y B e TS G LRI B PIOOS B ity | B mersection
P w v s
- e O medid e e
= e ) supeRLRARY o e ok
] ULTRATEC EFFECTS MANAGER.cf o206 18P EFXFile a08K8
[ This PC
1 Desktop
5 Documents
3 Downloads
b Music
(&) Pictures
B videos
0S_Install (C:)
e Data (D) v
T ET————





image33.png
Visual Show Director - [MyfirstShow]
%

I 015HOWDIRECTORWUSC\SOUNDTRACK wov =e=)

00100 000101 000102 D010 ODOIO4  ODOIOS  OOTOS  OOOTO7  ODOI0E  OOOTD9  OOOTAD  ODDAAT  ODDIAZ  OOOTA3 000144 0DDTAS  OBOTAS  OBOTA7  QOOTAS  QOOTAS  ODOIZ0  ODOI21 000122 00123 000124 000125 000126 000127 000128 0OO1Z

00:00:59:21  [Zoomin] Zoom Out| Zoom Reset | 1< | «<| < | > [55[ 51| _ AddCus | AddEfect |

) Seript Manager-[Tst] e

Event Description Effect Desciiption VISUALREFERE MAGAZINE

0[00 00 00 00| 000

. 5
N Efect Manger - (SUPERLIBRARY] =
ca TvPE PFT | DUR [ Elfect Descrption | _REF | WG | AGAZINE | PAICE1 | PRICE2 | PRICES | CUSTOMT | CUSTOM2 | CUSTOM | CUSTOMA | CUSTOMS | VISUALREFERENCE | BEAM | PICTURELINK VIDEOLINK
[3 0000 | 00:00 0
50 |4 0000 | 0200 0001 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
B0 |4 0000 | 0215 0002 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
75 |A 0000 | 03:00 0003 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
100 |4 0000 | 0307 0004 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
125 |A 0000 | 0315 0005 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
150 |4 0000 | 04:00 0006 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
200 |A 0000 | 05:00 0007 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
250 |A 0000 | 07:00 0008 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&*FFFFFF-FFFFFF0°0)]
300 |A 0000 | 08&:00 0003 0.00] 0.00] 0.00] | shoot{&FFFFFF-FFFFFF0°0)|
50| Aauste GodnFan 0000 | 0200 6o w10 T — W EFOROFFLEDFFI0000)
60 Aausti GadenRan 0000 | 0215 Gl it T — W FFOROFCEDFFI0000)
75| Aauslis GadenRan 0000 | 0300 cald w01z T — W FFOROFCEDFFI0000)
100 Aol GodnRan o000 | 0307 cold i3 T — W FFOROFCEDFFI0000)
125" Aol GodnRan 0000 | 0315 Gl it T — W FFOROFCEDFFI0000)
150 | Aol GodnRan 0000 | 0400 cold it T — W FFOROFCEDFFI0000)
200 | Aol GodnRan 0000 0500 cold wic T — W FFOROFCEDFFI0000)
250 | Aol GodnRan o000 0700 cold o017 T — W FFOROFCEDFFI0000)
500 |Aqualis GadnRan 0000 | 0600 cold wic T — W FFOX0FCEODFFI0000)
60| Aquatic Spider 0000 | 0215 | Green with Silver tail | 0019 0.00] 0.00] 0.00] | tic Spider00FFO0-FFFFFF0°0)
75| Aquatic Spider 0000 | 03:00 | Green with Silver tail | 0020 0.00] 0.00] 0.00] | tic Spider00FFO0-FFFFFF0°0)
100 Bt Sper 0000 | 0307 | Geen wth Siver el —[0621 [ T — W i SHGarOFFODFFFFFF D) o

Capture - ON. 00000000 | New Cues 0 LastCue: |Cost 0.00/0.00/0.00 | Wav File: SOUNDTRACK wav




image34.png
[ = | SORTSFILTERS eci=e g x
I - e

» e 2 X =f | @ T | ) Bown [He

Copypath 0 easyaccess + et 33 selectnone
s oy pore o PP e oy ool mereme e PRt Ly D ensmeson
Cipboara organize New Open seect

© o4 THSPC > Data(D) > SHOWDIRECTOR > SORTSFITERS vo] [schso. p
25 Dropbiox ~ Date modified Tpe Size

= oncorie 7] SUPERLIBRARY.efr V0T S0TAM  ERFile 1218

] EFFECTSSORT.er 1000174220M  ESRFile S0k

= Thispe ] SCRPT SORTfr JI007312PM SRFile ke

B Deskeon 7] MASTER SORTS SCRPT.s5r VA0 151 PM SSRFile Gk

Documents

3 Downloads

B Music

= ctures

B videos

OS Install (C)
= Data (0 v

4items





image35.png
CUE JHH MM SS_FF]_MS [ _NEXT_[ DUR_IPFT [ EventDescription | P0S_JADDRIGQTY[ PAN [ Tt _Jcall ____TYPE_______| __Effect Doscription ___[VISUALREFERE[ ____REF____]
U 00:00 | 0000 n

[ MAGAZINE [ PRICE1 | PRICEZ | PRICE3 | CUSTOM1 [ CUSTOM2 | CUSTOM3 | CUSTOMA | CUSTOMS5 | VISUALREFERENCE
e et e Y
L A -7 X
T ] S
T ] S
S 1 S S | S S E—





image36.png
VS VP VL
V5 Visual Scrpt File

Visual Files |

VP visual Position File
VL visual Library File




image37.png
Visual Show Director - [MyFirstShow]
%

Hew Project
Open Prject
Sove Project
Sove Project s,

Close Project

J
n
=
=
2
B

Project Library.
Seipt ile

Seript iter File
Seipt Sort File
Effect ile

Effect iter File
Effect Sort File

CtleN
ctl+0

CtrleL

I s

) v posionFie
JR——

B e
5 pine

Exit

DASHOWDIRECTOR\PROJECTS\My PrajectiMyFirstShow.pyr





image38.png
) Define Visual Script File

4 1> Aberto » Dropbox > MONTREALZ0TT

S —
b Music A Name
(&) Pictures & backups
B vieos & esrects
i OSInstall (C) & LeftFrames
D ) & ModsllaRonds

4 Right Fames

& Network &) sEauences

ALBERTO-MSI
ALBERTO-PC7
0 INFINITY-AIRPOR

vio

Search MONTREAL2017

Date madified

12/2/2016 1555 PM
12/2/2016 1:56 PM
71542016 2:40 PM
21012017539 PM
71542016 2:40 PM
71542016 11:11 AM

Type
File folder]
File folder]
File folder]
File folder]
File folder]
File folder]

File name: | IEIIEEARE

Save as type: | Visual Script Files (*.chr)

A Hide Folders

Save Cancel





image39.png
[ = | VISUAL LIBRARIES

» :\ﬁm 2 X =i I T Newitem +

Copypatn £ easyaceess »
Pinto Quick Copy Paste Move Copy | Delte Rename New

access [E] Poste shorteut o+ 1o - folder

Clipboard organize New

3 Dropbox Name Date modified

= o ] au rreCTS X 20T 222 oM
| parTeRns 210017 1245 PM

[ This PC “ 2/10/2017 1:09PM

1 Desktop

Documents

& Downloads

B Music

) Pictures

B videos

OS_Install (C:)

e Data (D) v

3items

(]
[ Bow |
fo S selectnone
PPN (@ istry | et seecton
open select

MIRRALE e ms———— O T

Type Size

File folder

File folder

LB File 1,237K8





image40.jpeg
P00 - &

1o ™A





image41.png
VsdPas3D Project Wizard [OE=IE
‘Welcome to the VSD 3DPosEditor Project Wizard!

Selectthe prope operation:

Olmport 2 ¥5D2.0 Project

Show Wizard At Stattup oK Cancel





image42.png
Froject Name: MONTREAL

Author PYRD
Desciption COMPETITION SHOW
Passward




image43.png
@ Save bs

€0 THRC D) 5 SHOWDRECTOR » STES » Modeloorde > lofondes o

Organize = Newfolder

S Quick access

£ Dropbox
4@ OneDrive

[ This PC

B Desktop
Documents
& Downloads
B Music
) Pictures

B videos
‘i OS_Install (C)
e Data (D)

o Network v

Naiterns match yaur search.

Search LaRande3DS

= -

»
(2]

Fie e [ KR

Save as type: | Visual Show Director 3D Position Files (*POS)

A Hide Folders

Cancel





image44.png
sdPos3D Project Wizard [CEEIEY
Welcome to the VSD 3DPosEditor Project Wizard!

A Project can cantain ane or mare sites. What do you wart to da?

O Create a site with ground picture and some positions

(OCreate asite with a certain number of fiont pictures

Show Wizard At Stattup (i3

Cancel





image45.png
Site Name.

Stage Filename:

Sky Flenane:
Tertin Flenane:

Terain Tie Widh:
Terain Tie Deplh
Stage Size melers

Square Size meters

LAKE
DASHOWDIRECTOR\GITES ModelLaFon

I LUse Picture as the Ground Field
DASHOWDIRECTORSITES\Hemispheric

1200
100
Apply

Browse.

Browse.

Browse.

Cancel




image46.png
Visual Show Director 3D Pasition Editor System Message

Do you want to view the created site?

[ w |





image47.png
Show Dires Edi SHO!
Edit Ste Layout Win

FrontView Tool Options

Toot MakePosit

General Properties
Position Format String:
At

Type of Creation

Simple Lines

Lasso

Count:

Measured

Polygon Related

 Custom

Pan:

Tile

TopView Perspective View

Select/Deselect Postions Show/Hide Posibons

PositionName: VectorY Pan





image48.png
ks





image49.png




image50.png
DNDE pos - [LAKE]

253D AW

x

Perspective View

A A
¥ 55 o
Tool Options

Toot Make PositionLine

General Properties
Position Format String:
R30I

Type of Creation

" SimpleLines

" Measured
Measure:

Vectors Creation
" PolygonRelated

 Custom





image51.png
Tool Options

Toot Make PositionLine

General Properties
Position Format String:
R30I

o=

Type of Creation

€ SimpleLines

 Lasso
=

Count: 15
-
 Measured

Vectors Creation
" PolygonRelated





image52.png
TopView Perspective View





image53.png
Fosition Format String:
PerspectiveView 1 X | | aun

TopView

Type of Creation

= Simple Lines
Lasso

Count:

Measured
Measure:

Vectors Creation
" PolygonRelated

 Custom

Pan:

Tile





image54.png
TopView





image55.png
@ File Edit Sie ayout Wi Toolbars Help

FrontView LeftView T x | Tool Options

TopView 2 x || Perspect_ 2 x || | PositionName:
c

Vectors Creation
" PolygonRelated

 Custom

Pan:

Tile

e 24 s ‘..9_ v v b e





image56.png
Pt Fies Path amo com
S D KOV TOR PRCIECTS VO TREAL 7L oS TIONS Vv z
Sl DYSHOVDRECTORSORTS FLTERSASERFT S0RT. 2
S50 DAHOMTIRECTORGOATS LTERSUISTER 07T SCHFT s 2
it DASHOVDIRECTORPRODLCTSEFFECT NAVGERS SUPERLERAR o 2
et e DSHOVDIRECTONSORTSPLIERSISUPERUSTARY o 2
it 0SHOWDIECTORSRTS FLTERSEFECTSSOR T o 2
VA DASHODIRECTORWUS oL TRACK e 2
Vi 5 € Do ONTEEALZTONONTRES 2
i Postns 35HGVDIECTO STES\odl nd LARONDE o Vot o
Vi by DSSHOVDIRECTOR FHODUCTSVISUL EFECTSVISUAL USReRESWALEFECT S0z 1 2
R e ot Pt vieritia_| [Pt o |





image57.jpeg
28 vEO® o CEEE
O%‘.“hﬁ-f ‘réllﬁE_'a

P Visual Sho

Director - [MonPro,





image58.jpeg




image59.png




image60.jpeg
FF| M5 | NEXT | PFT | DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR[MODU PIN [CoHz| POS | PAN [ TILT
z T57] 001427 0000 | 0000 [<Coplue> om0 o o w

2| 147 000605 0000 | 0307 | <Caplres w |0 o o [ @ W
00| 1913 000402 0000 | 0307 |<Caplue [ o o o ja0i I
05| 23200 00:03:25( 0000 | 0307 |<Capture> ] o o[ o0 [AD2 50 9
O | 27033000328 0000 | 0307 | Coplue> [ o o w [a; U
29| 30%7| 000402 000 | 0307 | <Coplue> [ oo o [A U
o 35033 00:0418| 0000 | 0307 |<Capture> 000 o o[ o0 [ADS EUEE
79| 393 0007:10] 0000 | 0307 | Coplue> [ o o w0 [a%s U
25| 46%7| O00405] 0000 | 0307 | <Coplue> [ o o w (A I
00| 713 000327 0000 | 0307 |<Caplue> [ [ 000 I I I
25| 5053 000505 0000 | 0307 | <Coplue> [ o o w |a0s @ @
00 60000] 00:0000] 0000 | 0600 | <Cople> [ o o w e U

T T T T T T T





image61.jpeg
-

& Visual Show Director - [MonProjet]

2] vEOD YA Sl HA
(€ R =) ] AAETRNANRRAXC T ORNARNR"R50°





image62.jpeg
R / A

8 Vs Show Diector- Morrejet! SR

TrQD ssnias |
WG =l E]'b“#’ii 939899892
N [T [ --—

FEGALID
v CMAR e RS08





image63.jpeg
e \ N

# Visual Show Director - [MonProjet] — [m] x

vroo@ W \
0’ [DORfdXiRRRRAARR] ORNAAR550"
) (T T

00:00:00 00:00:10 00:00:20 00:00:40 0:00:50 00:01:00 00:01:10

00:00:01:25 [ Zoomin] _|_|_[ _]





image64.jpeg




image1.png
INFINITY VISIONS

Visus/ 5o Drector
Design without Limits




image65.jpeg
000010 000020 00030 000:40 000:50 00100

0:03:05 _Zoonin | 1 | ikl <[ 1o 50| _ Addcue | Addetect |





image66.jpeg




image67.jpeg
ARANAAANX

o000 ano0:10 w0040 o0 anoton anot10
00:00:29:25 | el < | o for] o] Adccus | AddEfiect |
) Script Manager - [MonScipt
CUE_[HH MM S5 FF| MS | NEXT [ PFT | DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR[MODU[ PIN [CGHZ] POS | PAN [ TILT [ ANGLE [QTv [CAL T
o 0 0 0z 0 000 | 0000 <Capue> w0 g m T o
00 0 1 | T 000 | 0000 |<Capure> w0 |0 g o o
200 0 1 0| 193 000 | 0000 |Capue> w0 | o 9 o o
J0 W @ %]z 000 | 9600 |Capire> w0 0 m T o
>
500 00 EC " 0000 | 000 | <Capae> w0 T
S0 m Er 000 | 0000 |<Capure> [ o
70 ® = 000 | 9000 [Capure> w0 T
00 m w57 000 | 0000 |<Capure> w0 o
S0 m 5733 000 | 0000 |<Capure> w0 o
0w 0 B 000 | 0000 |Capie> w0 T30
w0 50000 000 | 9600 |Capure> w0 T
K —
g e A R





image68.jpeg
FF]_MS | NEXT [PFT | DUR [ Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDRMODU] PIN [CGHZ[ POS | PAN [ TILT [ ANGLE | QTY [CAL TYPE Effect Description | _REF
3 67| 00:14:27| 0000 | 000D |<Capture> [ 0 0 ® T 0
aplue I 0 o 1
00402 <Capture> 0 g
05| 23200 000325 0000 | 0000 | <Capture> [ o o @ 7
07| 27033 000328 0000 | 0000 | <Capture> [ o o @ 7
29| 3097 000402 0000 | 0000 | <Capture> [ 0 o @ 7
07| %033 000418 0000 | 0000 | <Capture> [ o o @ 7
79| 39633 000710 0000 | 0000 |<Capture> [ o o @ 7
29| 46%7| 00005 0000 | 0000 |<Caphure> [ o o @ 7
0f| 61133 000321 0000 | 0000 |<Caphure> [ o o @ 7
7| 64833 000505 0000 | 0000 |<Captue> [ o o @ g
00| 60000 000000 0000 | 0000 | <Capture> [ o o @ 7





image69.jpeg
i | cusrous

ke Ul
ot

frE
AU
Sy
T 1





image70.jpeg
'} Script Manager - [MonScript]
CUE_[HH MM S5 FF| WS | NEXT [PFT | DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR[MODU[ PIN [CGHZ[ P0S | PAN [ TILT [ ANGLE [arv | cAL TvPE Effect Desciiption
G0 00 00 Gz 07| 001427 0000 0000 <Capure> o 0 m T o]
T/ 00 00 14 25|  TA%7| 000405 0000 | 0307 |Capes o0 m [Am [T | 100 |Aquaic Spder Green iy Sver a1
>
19700 01 00 00| 60000 O0:0000] 0000 | 0000 |<Captue> (oo | o o m - [





image71.jpeg
Ycpt Mansger [MenSengd

CUE [HH MM S5 FF[ MS | NEXT |PFT | DUR [ Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR[MODU[ PIN [CGHZ[ POS | PAN [ TILT [ ANGLE [ QT [CAL TYPE Effect Description | _REF
T o o0 02 67 001427 0000 | 00:00 | <Capture> o0 0 o ® T [0
7/00 00 14 23| 1437 00405 0000 | 0307 |<Caphue> [ o o o0 JAm0 7| 00 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
00 00 19 04| 19133 000402 0000 | 0307 |<Captues [ o o @ 7| 00 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
300 00 23 05| 2300 (00325 0000 | 0307 |<Caphue> [ o o @ 7| 100 |Aquatic Spider Green with Siver ol
400 00 27 01| 27033 000325 0000 | 0307 |<Captue> [ o o @ 7| 100 |Aquatic Spider Green with Siver ol
500 00 30 23| 3097 00402 0000 | 0307 |<Caplue> [ o o @ 7| 00 |Bquatic Spider Green with Siver ol
B 600 00 % 01| 3033 (00418 0000 | 0307 |<Captue> [ o o @ | 00 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
B 700 00 39 79| 39633 000710 0000 | 0307 |<Caplue> [ o o @ 7| 100 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
800 00 45 23|  46%7| (00405 0000 | 0307 |<Caplue> [ o o @ 7| 00 |Bquatic Spider Green with Siver ol
00 00 51 04| 51133 000321 0000 | 0307 |<Caplue> [ o o @ 7| 100 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
| 10[00 00 5 25| 5467 O00505| 0000 | 307 |<Captues [ o o @ 7| 00 |Aquatic Spider Green wih Siver ol
| 71/ 00 07 00 00| 60000 OGOC00| 0000 | OG0D |<Captues o0 o o @ T

Effect Description

REF

MFG

MAGAZINE

PRICET

PRICEZ

PRICES

CUSTOM1

CUSTOMZ

CUSTOM3

CUSTOMA

CUSTOMS | VISUALREFERENCE | B

(Actat Soider

[

Green with et tal

iz SpicerO0FFO FFRFFEC0)

Aqualic 5

ider

(Acuatic Spicer

Green with Siver tal

Green vith Siver tal

ider 00FFO0 FFFFFFO°0)

ic Spicer0UFFO0 FFFFFF0°D)

(Acualic Spider

0000 | 0400

Green vith Siver tal

tic Spider00FFO FFFFFFO°D)

(Acualic Spider

0000 | 0500

(Green with Siver tal

tic Spicer00FFOOFFFFFFC°D)

(Acualic Spider

0000 | 0700

Green with Siver tal

tic Spicer00FFOO FFFFFF°0)

Aquatio Spider

0000 | 08:00

Green with Siver tail

e Spider00FFO0-FFFFFF00)|




image72.jpeg
» Afin daffecter une position de tir logique et successive a chaque repére, dans la fenétre
« script manager », entrer la position 400 au clavier directement dans la colone « POS » du
repére n°1 (double cliquer dans la cellule pour activer la saisie du texte):

"j Script Manager - [MonScript]

| CUE [HH MM S5 FF MS NEXT | PFT | DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL |ADDR [MODU| PIN | C POS

0[00 00 00 02 0B7| 00:14:27| DDOD | 00:00 |<Capture> 000 o o0 oo
100 00 14 29 14967 00:04:05 0000 | 0307 |<Capture> [ [ 000 0 0 00 |ao0

Y T T T N A NI Y





image73.jpeg
R T el s e el i |

7 Script Manager - MonScript]

CUE [HH MM SS FF|_MS | NEXT | PFT [ DUR | Event Description | CAMERA | CONTROL [ADDR
o 000 00 00 02 057001427 0000 | 00:00 | <Captue> o0
00 00 14 23| 1437 O00K05| 0000 | 0307 |<Coplue> [
2[00 00 19 04| 19133 000%02| 0000 | 0307 |<Caplue> 0

300 00 23 06| 23200 00:0325 0000 | 0207 |<Captures

000





image79.png





INFINITY
Design without Limits

“Visual Show Director 8 Quick Start”




